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展開①


（15分）





導入


（10分）





問 1





①クリステルは，自身が必要な行動をとらなければ太郎がけがをすると，予想できたといえるだろうか。


（積極意見の例）


・太郎はまだ４歳であり，目を離すと危険であると分かったはず


・さくら公園には，６歳以上の子ども向けの遊具が４割程度あった上，（本件のような）危険性の高い遊具もあったのだから，自由に遊ばせればけがをすると予想できたはず


（消極意見の例）


・これまで太郎は何度もさくら公園に来ており，全ての遊具で問題なく遊べていたのだから，けがをするとは予想できなかったと思う


②（予想できたとして）クリステルは，自身が必要な行動をとっていれば太郎のけがを回避することができたにもかかわらず，必要な行動をとらなかったといえるだろうか。





●グループワーク


・個人ワークの検討結果を踏まえ，グループ（４名程度）で議論させ，グループとしての結論をまとめさせる。





●個人ワーク


・ワークシートに自分の考えを記載させる。





●課題把握


・「資料１（事案の内容）」，「資料２（裁判の争点）」及び「ワークシート」を配布する。


・資料１を読ませる。


・資料２の１，２について説明した後，３を読ませ，課題を把握させる。





予想される生徒からの意見





太郎がけがをしたことについて，クリステルは，花子に対して損害を賠償する義務を負うだろうか（クリステルに「過失」があっただろうか）。花子・クリステルの言い分を基に，起こった出来事，周囲の状況，これまでの経緯など様々な事情を踏まえて考えてみよう。


①　クリステルは，自身が必要な行動をとらなければ太郎がけがをすると，予想できたといえるだろうか。


②　（予想できたとして）クリステルは，自身が必要な行動をとっていれば太郎のけがを回避することができたにもかかわらず，必要な行動をとらなかったといえるだろうか





内容





進行


（所要）





指導上の留意点





指導計画【想定授業時間：50分】





展開②


（15分）





●グループワーク


・問１におけるグループの結論（クリステルに「過失」があったかどうか）に加え，資料３から分かる花子とクリステルの心情や，相手に望んでいること，今後の二人の関係などを踏まえて，両者が受け入れられ，妥当と考えられる解決案を考えさせる。





　以下を参照して説明する。


●紛争解決・司法の概要「２（ 2 ）②ア民事裁判」及び「民事裁判手続の流れ」➡65ページ


　「判決」と「和解」には，以下のような違いがある。


　「判決」は，当事者同士が合意できない場合にも，紛争解決を行うことができる一方で，クリステルに「過失」があったと認められない限り，損害賠償金の支払いを命じる判決をすることはできない。例えば，クリステルに「過失」があったとは言えないけれど，花子の言い分も分かるので，請求額の半額の支払いを命じる判決をするなどといったことはできない。


　「和解」の場合，両者が納得し合意すれば，そのような内容で和解することも可能である点で，より柔軟な紛争解決手段といえる。





●民事裁判における紛争解決方法は，「判決」だけではなく，「和解」という手続があることについて説明する。





（積極意見の例）


・スマートフォンでメールをしており，目を離していた


・危険性の高い遊具で遊ぼうとした時点で太郎を止めるべきだった


（消極意見の例）


・遊具近くにあるベンチに座っており，太郎たちの安全を守るために最低限のことはしていた


・メールをする必要性もあったし，スマートフォンを見ていた時間も長かったわけではないので，適切な行動をとらなかったとまでは言えない





花子とクリステルとの間で和解手続を進める場合，二人にどのような解決案を提示すべきだろうか。花子とクリステルの心情や，相手に望んでいること，今後の二人の関係などを踏まえて，両者が受け入れられ，妥当と考えられる解決案を考えてみよう。





問 2





まとめ


（10分）





　紛争解決・司法の概要（➡62ページ）を参考に，


・当事者同士では解決困難な紛争を解決するため，裁判所による紛争解決方法（民事裁判等）が用意されていること


・裁判所は，公平な第三者の立場から，当事者の言い分を公平に理解し，争点を整理して，法に基づいて紛争解決を行うこと


・司法の意義・役割は，正しく法を適用して具体的な紛争を解決する，すなわち，侵害された権利を救済したり，ルール違反に対処したりすることによって，社会秩序を維持し，人々の権利や自由を守ることにあること


などを説明する。





●司法の意義・役割について説明する。





●発表，講評


・グループごとに解決案を発表させ，教員による講評を行う。





　講評に当たっては，


・両者の言い分を公平に聞いて理解し，両者がそれぞれ何を望んでいるかを整理し検討した上で，両者が受け入れられる解決案を考えられているか


・なぜその解決案としたのかにつき，両者が納得できるような合理的な説明ができているか


・問１における結論とその理由（クリステルに「過失」があったかどうか）を踏まえ，妥当な解決案となっているか


などといった点から評価を行う。


※生徒に「何のために民事裁判があると思うか」などと問い掛け，メモ欄に回答を記載させた後に，解説を行ってもよい。


※生徒による話合いや発表の中で，花子が裁判を起こしたことにつき，批判的な意見が出た場合には，裁判を受ける権利が，国民に保障された憲法上の権利（第32条）であり，裁判所に訴えを提起して法的救済を求めることは妨げられないことについて説明する。








